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近年、公団の団地は高齢化が進みそれによって住民が減少しそれにともなう住戸

数の縮小化による大規模低層住宅団地の提案。

低層で新しい住戸スタイルを提案する事で周辺住民や一戸建て住宅に住む高齢者

の住み替えなどの人口の流動化を促す。

コンセプト

１．多世帯が混じり合って住む住空間

…低層で密集させることでよことのつながりが自然とでき単身者や高齢者、核

家族同士の交流ができる。

２．路地と人とのつながり

…それぞれの住空間をつなぐ路地をデザインする事で住民や周辺の人が自然に集

まり賑わいが生まれる。

３．自由な動線

…路地の動線の他に広場へ

の動線を暗示させるような

モニュメントを配置するこ

とで自然と人を引き込む。

住宅団地のあり方を照射する提案である。現代日本を特

徴づける核家族や単身化、高齢人口の増加を踏まえ、周辺

の従来型団地や一戸建て住宅に住まう人々も巻き込み、そ

の時々の境遇に適した「住まい方」のできるコミュニティ

を思い描いている。

タイトルの「FLOW」には、①日常の人の流れ（ふれあ

いを育む生活動線）②適切な広さへの移行（家族構成の変

化への適応）③加齢に応じた住み替え（高齢者に優しい住

空間への誘導）など、多様な「流れ」を織り込んでいる。

それらの流れの選択肢、日常生活の豊かさをめざす建築

言語が、「低層」「密集」「路地」である。中核となるのは2

層一部3層の7戸×1ユニットで、その組み合わせ方により、

地上と2階レベルに立体的な路地を生み出している。模型

は魅力的な空間の連続を表現できており、リアリティもあ

る。惜しむらくは図面表現が一般図に留まり、折角の

「FLOW」の意図が鮮明でないこと。今後につなげるため

にも「伝えたいこと」を改めて描き加えてみたらどうだろ

うか。

（審査委員：柳瀬寛夫）
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僕たちは表象的な都市に生きています。

例えば新宿などは建物の外側だけでな

く内側までも様々な看板で覆われていて、

どんなに内側に入ろうとしても結局は表

象と対峙することになり、決して内側に

入ることはできません。

それは奥行きのない2.5次元の世界であ

るといえます。

もはやこの都市に「空間」などという

ものは存在しなくなっていて、2次元の展

開図を折り込んだ様な状況に過ぎないと

も言えるでしょう。

そうした都市に建つ建築もまた展開図

によって創るべきであると考えます。

展開図はドミノシステムに代わる新し

い座標系であり、展開図によって創られ

た建築は均質空間を超え、ヒエラルキー

を解体し、現代を生きる僕たちが纏う新

しい皮膚"MEDIA SKIN"を形成します。

都市は表象である、と作者は言う。なるほど、巷にあふれる都市批

評のほとんどは表象論、すなわち都市を解釈する視点の提示である。

しかし誰が何と言おうと、都市は表象などではない。都市に比べて人

という存在は脆弱すぎるため、都市生活者は、都市を自身に取り込ん

で内面化しつつ生きていかざるを得ない。それでもなお、都市は表象

だと言いたくなる気持ちも理解はできる。作者が選び出した街など、

確かに、その現状を素直には受け容れ難い。そこでこの現実世界を我

が身から切り離し、表象とみなすことで、自意識そして自分自身をも

対象化してしまいたいという欲求は、誰にでもあるだろう。だがその

衝動に従った者は、他者から表象としてみなされる。つまり本作は、

作者が「僕たちが纏う皮膚」と言う通り、作者自身の表象なのだ。畢

竟、都市を表象化させているのは都市読解を試みる者の動機そのもの

であり、その読解視点を示すことは自身の立ち位置を知らせしめる創

造行為なのであり、それはまさに自己表現なのである。透視図法を提

示した中世の画家たちのように。

（審査委員：矢野裕之）
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